
 

自治体名 千葉県木更津市 

日時 2013 年 11 月 5 日（火）17：30 ～18：30 第一部 18：30～20：30 第二部 

場所 木更津市民体育館 会議室他 

出席者 
木更津市教育委員会、総合型地域スポーツクラブ（以下、総合型クラブ）、学校体

育施設開放運営委員 

テーマ 新設小学校を拠点とした総合型クラブの設立について 

議事要旨 

第 1 回意見交換会「木更津市における総合型クラブの育成について」の議論

を受け、2014 年 4 月に新設される真舟小学校を拠点にした総合型クラブの設立

について意見を伺った。 

出席者からの主な意見は以下のとおり。 

 

○新たな総合型クラブの設立について 

・ 市内の『かねだファミリースポーツ倶楽部』のように、設立当初は行政が関わり運

営も視野に検討しているが、その後はできる限り地元関係者に任せたい。 

・ 学校施設の運営・管理も総合型クラブを中心に想定。 

（学校開放はせず、使用を総合型に任せることまでを検討中） 

 

○考えられる問題と理想とする総合型クラブ像 

・ かねだファミリースポーツ倶楽部の設立には、当該地域内に居住の行政の担当

が関わっており、その後も個人的に事務局に所属しているため、運営は継続され

ているが、新たな総合型クラブにはこういったキーとなる人材は確保されているの

か。（または候補者などはいるのか） 

・ 総合型クラブ運営の核となる種目がいくつかあると、その後安定した運営が可能

である。ねらい目としてはダンスプログラムなどが挙げられる。 

・ 学校新設の地域は新興住宅地である反面、従来からの居住者（高齢者）も多く、

地域コミュニティ醸成のためにも、核となる種目に加えて、誰でも取り組めるような

プログラムもいくつか用意したい。 

・ 総合型の設立に関しては、全国の事例や成功例から学び、現状に合ったものに

したい。小学校開設まで時間がないのはわかるが、最初のボタンで、将来が大き

く変わることもある。とても良い機会ではあるが、設立ありきで慌てるべきではな

い。 

 

○全体として 

・ 新たな小学校の開設と同時の総合型クラブ設立は、タイミングや機会は絶

好であるが、設立後に後悔しないためにも、人材の確保、核となる事業や

プログラム内容、実施種目など、充分に検討して臨み、今後の地域スポー

ツ振興の成功例としたい。 

まとめ 
運営および事業の核となる人材の確保が、総合型クラブの明暗を握っている。

開設当初は行政が主となっても、その後は地域住民が主体なり運営すべきであ

る 


